
 

 

 

 

 

 

金木犀の香りが広がり、街路樹が色づきはじめました。秋から冬へ季節の変わり目

です。早寝早起き朝ごはんで体調を管理していきましょう。 

11月23日は、『勤労感謝の日』です。この日はもともと、『新嘗祭（にいなめさ

い）』といって、お米や農作物など、その年の収穫を感謝し、来年の豊作を願う日です。

私たちが生きるために食べ物となった命があり、食べ物を育てる人や運搬をする人、

料理をする人など、様々な人たちの働きがあります。 

あらためて、毎日おいしい食事が食べられることに感謝しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4日：2025年11月２日は、旧暦9月13日にあたり十三夜です。十五夜は1年で

もっとも美しい月とされ、中国から伝わったのに対して、十三夜は日本で生まれた観月

の風習です。月見団子、ススキ、秋の収穫物をお供えして楽しみます。給食ではお月様

に見立てたデザートです。 

１４日：11月15日は、七五三です。七五三は７歳、５歳、３歳の子どもの成長を祝う

日本の伝統行事です。かつて乳幼児の死亡率が高かった時代の健やかな成長や長寿を願

い生まれました。14日はお祝いのお赤飯を出します。 

２1日：11月２４日は、語呂合わせで「いい日本食」の日となり、和食の日としていま

す。和食は2013年にユネスコ無形文化遺産に登録されました。さまざまな場所でこの

月は和食のイベントや活動が実施されます。21日は旬の戻りがつおが入ったご飯です。 

就業技術科２年生のリクエスト給食：４日水ようかん・６日プリン・13 日杏仁豆腐・

18日親子丼・19日オレンジゼリー・26日豚汁 など ♪♪お楽しみに♪♪ 

令和７年 １１月 

都 立 永 福 学 園 

校  長  三浦 昭広 

栄養士  渡會 勲  

     梅澤 紗綾香 

今月の給食 

コーヒー水ようかん 
材料：こしあん150ｇ,三温糖.大さじ３,水カップ１杯,粉寒天 小

さじ１,インスタントコーヒー小さじ2,黄桃缶適量  

A（生クリーム大さじ２,砂糖小さじ半分） 

作り方：①水に粉寒天を入れておく。②寒天がふやけたら火にか

けて三温糖を入れ煮溶かす。③こしあんを少しずついれて混ぜ

る。④カップに黄桃缶を入れて、液を流しいれ、冷やし固める。

⑤A の材料で 6 分に泡立て、ホイップを作る。⑥カップの水よ

うかんが固まったらクリームをのせる。 

洋風も和風の料理にも合う

デザート 

 


